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農
業
機
械
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
株
式
会
社
ク
ボ
タ
（
大
阪

府
大
阪
市
）
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇

年
）
の
創
業
以
来
、
農
業
機
械
に
よ
る
食
料

増
産
と
省
力
化
に
加
え
、
水
道
用
鉄
管
に
よ

る
近
代
水
道
の
整
備
や
、
環
境
施
設
に
よ
る

人
類
と
環
境
の
調
和
な
ど
、
暮
ら
し
と
社
会

に
貢
献
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
世
に
送
り

出
し
て
き
た
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
は
、

世
界
共
通
の
経
営
理
念
「
ク
ボ
タ
グ
ロ
ー
バ

ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
制
定
。
国
籍
や

性
別
、
組
織
な
ど
、
社
内
に
存
在
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
壁
を
取
り
払
い
、
総
力
を
結
集
す
る

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
今
回
、
人
事
制
度
に
つ
い
て
も
、
管
理

職
層
・
一
般
社
員
層
各
々
の
コ
ー
ス
別
の
雇

用
管
理
を
撤
廃
し
、
職
務
系
列
の
一
本
化
を

図
る
こ
と
で
従
業
員
の
意
識
改
革
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
う
と
見
直
し

を
行
っ
た
。
制
度
改
定
の
内
容
と
運
用
面
の

工
夫
に
つ
い
て
、
渡
部
猛
雄
・
人
事
部
制
度

企
画
グ
ル
ー
プ
長
に
聞
い
た
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か
ら 

管
理
・
専
門
職
を
三
コ
ー
ス
に

　

新
人
事
制
度
の
詳
細
を
聞
く
前
に
、
前
制

度
の
概
要
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
ク
ボ
タ
の

事
技
社
員
に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
管
理
職

層
系
列
は
「
管
理
・
専
門
職
」
一
本
。
非
技

能
系
の
一
般
社
員
層
系
列
は
、「
総
合
職
」「
特

務
職
」「
実
務
職
」
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
い

た
。
管
理
職
層
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
四
年

（
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
月
か
ら
名
称
を
「
上

級
職
」
に
変
え
た
う
え
で
、
コ
ー
ス
を
一
般

社
員
層
同
様
、
三
区
分
に
わ
け
る
制
度
改
定

を
行
っ
た
（
シ
ー
ト
１
）。

　
「『
専
門
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍
す
る
社
員

を
役
職
者
と
同
等
に
評
価
し
よ
う
』
と
の
考

え
方
の
も
と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
Ｍ
職
と
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
Ｓ
職
を
設
け
た
う
え
で
、
そ

れ
に
加
え
て
、『
そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』

と
い
う
意
味
合
い
の
Ｘ
職
を
つ
く
り
、
役
割

に
応
じ
て
適
正
に
処
遇
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
た
。
な
お
、

管
理
職
に
上
が
る
際
に
、
本
人
が
Ｍ
職
・
Ｓ

職
・
Ｘ
職
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
上
で
、
課

長
は
全
コ
ー
ス
で
就
任
で
き
る
と
し
た
が
、

部
長
に
就
任
し
た
時
点
で
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
色

が
さ
ら
に
強
ま
る
た
め
、
Ｓ
職
・
Ｘ
職
は
Ｍ

職
に
変
え
て
い
た
」

　

補
足
的
に
少
し
確
認
し
て
お
く
と
、
ク
ボ

タ
で
は
職
能
等
級
制
を
採
用
し
て
お
り
、
役

職
と
は
連
動
さ
せ
て
い
な
い
。
管
理
職
層
の

役
職
は
、
課
長
（
グ
ル
ー
プ
長
）
が
あ
り
、

そ
の
う
え
が
部
長
に
な
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
Ｍ
職
と
Ｓ
職
は
１
～
５
の
五
ラ
ン
ク
、

Ｘ
職
は
１
～
６
の
六
ラ
ン
ク
が
あ
る
が
、
課

長
級
は
Ｍ
３
が
多
い
も
の
の
Ｍ
１
～
４
に
散

ら
ば
っ
て
い
て
、
部
長
級
も
Ｍ
４
に
多
く
い

る
も
の
の
Ｍ
２
～
５
の
範
囲
で
存
在
し
て
い

た
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
、
Ｍ
５
の
部
長
か

ら
Ｍ
３
の
部
長
に
代
わ
る
職
場
も
あ
る
し
、

課
長
よ
り
等
級
の
低
い
部
長
に
な
る
可
能
性

も
、
制
度
上
は
あ
り
得
た
。
た
だ
し
、
等
級

は
、
本
人
と
上
司
し
か
知
ら
な
い
運
営
と
し

て
い
る
。

一
般
職
と
総
合
職
の
間
に
準
総
合
職
を

　

一
方
、
一
般
社
員
層
は
「
総
合
職
」「
特
務

職
」「
実
務
職
」
を
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か

ら
「
ク
リ
エ
イ
ト
（
Ｃ
）
職
」、
二
〇
〇
三

年
一
〇
月
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｂ
）
職
」「
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
（
Ａ
）
職
」
に
変
更
し
た
。
一

般
社
員
層
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
職
と
Ａ
職
の
位

置
付
け
は
従
前
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
Ｂ
職
に

つ
い
て
は
、
Ｃ
職
と
Ａ
職
の
中
間
の
意
味
で

準
総
合
職
的
な
位
置
づ
け
と
し
た
。

　
「
Ｂ
職
に
は
、
経
験
が
豊
富
だ
っ
た
り
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
か
っ
た
り
す
る
Ａ
職
か
ら

の
コ
ー
ス
変
更
を
促
し
て
い
く
と
と
も
に
、

技
能
系
社
員
で
あ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
（
Ｔ
）
職

コース別人事制度を撤廃して職務系列の 
一本化を図る

――人材区分の壁を取り払うことで適材適所の人員配置をめざす

賃金・人事処遇制度と運用実態をめぐる新たな潮流＜第 14 回＞
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の
な
か
に
一
定
数
い
た
営
業
系
の
仕
事
を
し

て
い
る
人
も
組
み
入
れ
た
。
最
終
的
に
、
Ｂ

職
は
、
Ａ
職
か
ら
コ
ー
ス
変
更
し
た
女
性
約

一
〇
〇
人
と
、
営
業
系
技
能
社
員
等
か
ら
コ

ー
ス
変
更
し
た
男
性
約
四
〇
〇
人
の
計
約
五

〇
〇
人
に
な
っ
た
」

　
「
営
業
系
技
能
社
員
は
、
元
々
、
現
場
の

製
造
系
技
能
社
員
と
は
処
遇
も
少
し
異
な
る

運
用
を
し
て
い
た
層
。
し
か
し
、
技
能
系
職

種
か
ら
総
合
職
に
コ
ー
ス
変
更
す
る
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
準
総

合
職
的
な
Ｂ
職
を
つ
く
っ
て
営
業
系
技
能
社

員
を
移
行
さ
せ
た
。
Ａ
職
か
ら
Ｂ
職
へ
の
コ

ー
ス
変
更
は
、
多
く
が
自
ら
手
を
上
げ
て
、

そ
れ
を
上
司
が
承
認
し
、
試
験
・
面
接
に
合

格
す
る
こ
と
で
認
め
ら
れ
る
形
で
、
年
二
回

実
施
し
て
合
格
率
は
お
お
よ
そ
五
〇
％
を
超

え
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
Ａ
職
や
Ｔ
職
に
転
居

を
伴
う
異
動
は
基
本
的
に
な
い
が
、
Ｂ
職
に

登
用
さ
れ
た
ら
転
居
を
伴
う
異
動
も
可
能
性

と
し
て
は
あ
る
と
し
て
お
り
、
実
態
も
稀
に

あ
っ
た
。
な
お
、
Ｂ
職
か
ら
Ｃ
職
へ
の
コ
ー

ス
変
更
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
ほ
ぼ

皆
無
。
ま
た
、
Ｃ
職
か
ら
Ｂ
職
・

Ａ
職
へ
の
コ
ー
ス
変
更
も
な
か
っ

た
」

　

な
お
、
制
度
改
定
直
前
の
各
コ

ー
ス
の
人
数
は
、
お
お
よ
そ
で
あ

る
が
、
Ｍ
職
一
二
〇
〇
人
、
Ｓ
職

八
〇
〇
人
、
Ｘ
職
四
〇
〇
人
、
Ｃ

職
一
六
〇
〇
人
、
Ｂ
職
と
Ａ
職
は

と
も
に
五
〇
〇
人
、
技
能
系
の
Ｔ

職
は
五
〇
〇
〇
人
弱
ぐ
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
。

会
社
の
壁
を
取
り
払
う
な
か

で
人
材
区
分
の
壁
も
排
除

　

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
て
行

わ
れ
た
、
管
理
職
層
・
一
般
社
員

層
各
々
の
コ
ー
ス
統
合
は
、
グ
ル

ー
プ
全
体
に
横
た
わ
る
「
さ
ま
ざ

ま
な
壁
」
を
取
り
払
い
、
総
力
を

結
集
し
よ
う
と
の
大
き
な
目
的
が

あ
っ
た
。

　
「
前
社
長
が
『
会
社
に
存
在
す

る
壁
を
取
り
払
っ
て
欲
し
い
』
と

の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
性

別
の
壁
、
事
業
本
部
制
を
廃
止
し

て
組
織
の
壁
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
制
定
す
る
こ
と
で
国
の
壁

も
越
え
て
く
れ
と
な
っ
た
。
人
材
区
分
の
壁

も
排
除
し
て
、
前
年
踏
襲
型
の
思
考
・
行
動

を
見
直
し
、
全
体
最
適
を
よ
く
考
え
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
た
」

選
択
し
た
コ
ー
ス
と
関
係
な
く 

活
躍
す
る
人
が

　

こ
こ
か
ら
は
、
管
理
職
層
の
人
事
諸
制
度

の
見
直
し
の
具
体
的
な
中
身
に
入
り
た
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
今
回
の
見
直
し
は
二

〇
〇
二
年
に
管
理
・
専
門
職
を
「
マ
ネ
ー
ジ

ャ
（
Ｍ
）
職
」「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
Ｓ
）
職
」

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｘ
）
職
」
の
三
コ
ー
ス

の
「
上
級
職
」
に
区
分
に
し
た
も
の
を
、
一

〇
年
の
時
を
経
て
再
び
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト

（
Ｅ
）
職
」
に
一
本
化
し
た
も
の
。
そ
の
背

景
に
は
時
代
の
流
れ
の
変
化
が
影
響
し
て
い

た
。

　
「
一
〇
年
前
は
世
間
一
般
的
に
『
自
己
選

択
と
自
己
責
任
』
と
い
わ
れ
て
い
た
時
代
。

当
社
の
制
度
も
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
・
Ｘ
職
の
コ

ー
ス
は
本
人
の
選
択
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
進
み
た
い
と
思

う
道
を
選
ん
で
い
た
。
当
時
、
会
社
で
コ
ー

ス
を
振
り
分
け
る
べ
き
と
の
意
見
も
一
部
に

あ
っ
た
が
、
本
人
が
考
え
て
い
る
も
の
と
異

な
る
コ
ー
ス
に
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
落

ち
る
こ
と
を
懸
念
し
て
行
わ
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
、
Ｓ
職
と
Ｘ
職
の
な
か
か
ら

も
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
発
揮
し
て
課
長
に

就
任
し
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
々
で
て
き
た
。

他
方
、
本
人
が
Ｍ
職
を
選
ん
で
い
て
も
、
上

司
が
そ
の
人
の
専
門
能
力
を
見
込
ん
で
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
的
に
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
る

人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
各
職
場
に
自
分
が

選
ん
だ
コ
ー
ス
と
関
係
な
く
活
躍
し
て
い
る

人
が
、
こ
の
一
〇
年
間
で
多
く
で
て
き
た
」

適
材
適
所
の
人
材
活
用
を
行
え
る 

仕
組
み
に

　

そ
の
半
面
、
コ
ー
ス
に
対
す
る
序
列
意
識

も
消
え
な
か
っ
た
。
Ｍ
職
・
Ｓ
職
へ
の
昇
級

の
チ
ャ
ン
ス
は
三
回
ま
で
。
そ
れ
で
通
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
Ｘ
職
へ
の
昇
級
し
か
な
く

な
る
。
Ｍ
職
・
Ｓ
職
の
昇
級
試
験
に
合
格
し

な
か
っ
た
Ｃ
職
が
Ｘ
職
に
昇
級
す
る
ケ
ー
ス

も
多
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
Ｘ
職
の
昇
級
試

験
は
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
の
昇
級
試
験
と
合
わ
せ

て
計
六
回
ま
で
で
、
六
回
以
内
に
合
格
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
上
級
職
に
昇
級
で
き
な
い

仕
組
み
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｂ
職
と
Ｔ
職
か
ら
上
級
職
に
昇
級

す
る
場
合
は
、
Ｘ
職
の
み
で
Ｍ
職
・
Ｓ
職
へ

は
直
接
昇
級
で
き
な
か
っ
た
。
Ｂ
職
か
ら
Ｘ

職
に
昇
級
す
る
人
は
一
定
数
い
た
が
、
Ｔ
職

は
現
場
の
作
業
長
や
職
長
と
い
っ
た
役
職
を

め
ざ
す
の
が
一
般
的
な
ル
ー
ト
に
な
る
。

　
「
も
う
ひ
と
つ
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
は
、
給
与
・

賞
与
・
退
職
金
す
べ
て
同
じ
水
準
だ
っ
た
が
、

Ｘ
職
は
そ
れ
ぞ
れ
少
し
低
い
水
準
で
基
準
を

設
定
し
た
。
ま
た
、
管
理
職
に
な
る
最
低
年

齢
も
Ｍ
職
・
Ｓ
職
は
三
四
歳
で
あ
っ
た
が
、

Ｘ
職
は
三
七
歳
と
し
た
こ
と
な
ど
、
制
度
を

細
か
く
設
計
し
た
結
果
、
序
列
意
識
が
生
ま

れ
て
し
ま
っ
た
」

　

こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
新
制
度
で
は

「
適
材
適
所
」
の
人
材
活
用
を
行
え
る
よ
う
、

何
ら
か
の
形
で
従
業
員
を
区
分
け
す
る
の
で

は
な
く
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
能
力
・
意

欲
を
最
大
限
引
き
出
し
、
個
々
に
ふ
さ
わ
し

い
活
躍
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
め
ざ
す

こ
と
に
し
た
。
よ
っ
て
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
・
Ｘ

職
三
コ
ー
ス
を
包
含
す
る
人
材
像
と
し
て
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｅ
）
職
に
一
本
化
し
た
。

シート１ 管理職層・一般社員層のコース統合

１．平成２５年１０月１日付けで、M・S・X職を統合して、エキスパート職(E職)とし、

平成２６年４月１日付けで、クリエイト職（C職）・ビジネス職（B職）・アソシエイト職（A職）

を統合して、スタッフ職（S職）と見直した。

平成元年から

総合職 特務職 実務職

らか月４年７１成平らか月０１年５１成平らか月０１年４１成平

M職 S職 X職

（マネージャ職） （スペシャリスト職） （エキスパート職） （クリエイト職） （ビジネス職） （アソシエイト職） （テクニカル職）

らか月４年６２成平らか月０１年５２成平

B職C職

T職
（テクニカル職）

職S職E

(エキスパート職）

事技社員
技能社員

管理・専門職

（スタッフ職）

T職A職
上　級　職
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な
お
、
こ
れ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進

め
る
な
か
で
、
海
外
か
ら
み
て
も
わ
か
り
や

す
い
シ
ン
プ
ル
な
制
度
に
す
る
狙
い
も
含
ま

れ
て
い
る
。

新
等
級
は
従
来
の
処
遇
水
準
を
維
持

　

Ｅ
職
の
等
級
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の

処
遇
水
準
を
維
持
す
る
形
で
見
直
し
た
（
シ

ー
ト
２
）。
ク
ボ
タ
の
賃
金
項
目
は
、「
基
本

月
俸
」
一
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
見
直
し
前

は
、
Ｍ
職
と
Ｓ
職
は
五
段
階
、
Ｘ
職
は
六
段

階
の
等
級
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
に
賃
金
水
準

の
上
下
限
額
が
あ
る
が
、
等
級
間
の
重
な
り

は
な
く
、
下
位
等
級
の
上
限
よ
り
上
位
等
級

の
下
限
額
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
下
限
額
は
Ｍ
１
・
Ｓ
１
・
Ｘ
１
す

べ
て
同
水
準
だ
が
、
上
限
額
は
Ｘ
２
の
上
限

と
Ｍ
１
・
Ｓ
１
の
上
限
と
が
同
水
準
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
仮
に
Ｘ
６
に
進
級
し
て
上
限
ま

で
上
が
っ
て
も
、
基
本
月
俸
は
Ｍ
３
・
Ｓ
３

の
上
限
ま
で
し
か
上
が
ら
な
い
賃
金
管
理
を

し
て
い
た
。
見
直
し
後
も
等
級
の
上
下
限
額

は
変
え
ず
に
、
Ｅ
Ｘ
１
～
５
ま
で
で
ま
と
め

直
し
て
い
る
。

等
級
が
上
が
る
際
の
進
級
基
準
を
統
合

　

ク
ボ
タ
で
は
、等
級
が
上
が
る
こ
と
を「
進

級
」、
一
般
社
員
層
か
ら
管
理
職
層
に
上
が

る
こ
と
を
「
昇
級
」
と
呼
び
、
使
い
分
け
て

い
る
。

　

等
級
が
上
が
る
「
進
級
」
時
に
は
、
人
事

評
価
を
マ
イ
レ
ー
ジ
に
換
算
し
て
、
そ
の
累

計
ポ
イ
ン
ト
を
進
級
要
件
に
し
て
い
る
。
人

事
評
価
の
基
準
は
Ａ
～
Ｃ
の
七
ラ
ン
ク
。
た

と
え
ば
シ
ー
ト
２
に
あ
る
人
事
評
価
の
Ｂ
３

を
取
れ
ば
二
ポ
イ
ン
ト
、
Ｂ
２
な
ら
一
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
す
る
形
だ
。
見
直
し
前
は
、
進

級
対
象
者
と
な
る
に
は
、
Ｍ
職
と
Ｓ
職
は
マ

イ
レ
ー
ジ
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
Ｘ
職
は
マ
イ

レ
ー
ジ
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
と
同
一
等
級
で
三

年
以
上
の
経
験
を
必
要
と
し
て
い
た
。
見
直

し
後
は
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
の
基
準
に
な
ら
い
、

Ｅ
職
全
員
が
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
マ
イ
レ
ー

ジ
を
貯
め
る
こ
と
で
進
級
対
象
者
と
な
る
。

　
「
マ
イ
レ
ー
ジ
は
『
五
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ

た
ら
必
ず
進
級
で
き
る
』
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
五
ポ
イ
ン
ト
貯
め
る
と
進
級
対
象
者

に
な
り
、
部
門
長
や
事
業
部
長
が
進
級
枠
に

応
じ
て
、『
今
回
、
こ
の
等
級
に
こ
の
人
と
こ

の
人
を
上
げ
た
い
』
と
申
請
し
て
決
ま
っ
て

い
く
形
。
Ｘ
職
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職

と
比
較
す
れ
ば
年
功
的
な
進
級
管
理
を
し
て

い
た
た
め
、
そ
の
見
直
し
の
意
図
も
含
め
て

Ｍ
職
・
Ｓ
職
の
基
準
に
合
わ
せ
た
」

一
般
社
員
か
ら
管
理
職
へ
の 

昇
級
要
件
も
見
直
し

　

一
方
、
一
般
社
員
か
ら
管
理
職
へ
の
昇
級

に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ト
３
左
表
に
あ
る
よ
う

に
、
見
直
し
前
は
Ｃ
職
か
ら
一
定
の
要
件
と

経
験
年
数
で
Ｍ
職
・
Ｓ
職
に
昇
級
す
る
場
合

と
、
Ｃ
職
で
も
経
験
年
数
で
Ｘ
職
に
昇
級
す

る
場
合
に
分
け
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ

５
の
経
験
年
数
四
年
以
下
で
Ｍ
職
・
Ｓ
職
に

な
る
に
は
、
応
用
教
育
等
の
選
抜
教
育
を
受

け
て
い
て
、
な
お
か
つ
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
五
〇
〇

点
以
上
の
要
件
を
求
め
て
い
た
。
Ｂ
職
や
Ｔ

職
か
ら
も
管
理
職
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い

た
が
、
そ
の
場
合
は
Ｘ
職
に
限
定
し
て
い
た
。

　

見
直
し
後
は
、
Ｓ
職
は
、「
Ｓ
Ｔ
６
で
の
二

年
以
上
の
経
験
年
数
と
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
五
〇
〇

シート２ エキスパート職の等級・進級

１．それまでの処遇水準を維持する形で、H２５.１０.１付で等級の見直しを行った。

２．進級は、人事評価をマイレージに換算して、その累計ポイントを進級要件としている。

その基準を下表のとおり見直した。

人事評価 Ａ ＢＡ Ｂ3 Ｂ2 Ｂ1 ＢＣ Ｃ

ポイント +4 +3 +2 +1 +1 ▲1 ▲2

見 直 し 後

）職E（職トーパスキエ職X職S・M

マイレージ
５ポイント以上

マイレージ０ポイント以上　かつ
進級前等級で３年以上の経験年数

マイレージ
５ポイント以上

見　直　し　前

X1 X2 X3 X4 X5 X6

見直し後

処遇水準が高くなる　→　→　→

M4 M5

見直し前

M1 M2 M3

S1 S2 S3

EX5EX1 EX2 EX3 EX4

S5S4

シート３ 昇級・コース変更

昇級前 要　件 昇級後 変更前 要　件 変更後

了修育教信通の定指上以年）1（2数年験経で5C①

接面了修修研の等育教用応②

職Xみの請申職S・M上以点005CIEOT③

または

C5で経験年数5年以上

C職 C5で経験年数5年以上

B職 B5で経験年数3年以上

T職 TC3で経験年数5年以上

ST6で経験年数2（1）年以上

TOEIC500点以上

または

ST6で経験年数5年以上

T職 TC3で経験年数5年以上

E職 （　コース変更なし　）

〕　更 変 ス ー コ　〔〕　）職理管→員社般一（　級　昇　〔

見
直
し
前

見
直
し
後

職S・M職X

C職

S職

M・S職

X職
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点
以
上
」
も
し
く
は
「
Ｓ
Ｔ
６
の
経
験
年
数

五
年
以
上
」
で
Ｅ
職
に
昇
級
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
な
お
、
Ｔ
職
か
ら
の
昇
級
要
件
に
つ

い
て
は
、
変
更
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、コ
ー
ス
変
更（
シ
ー
ト
３
右
表
）

に
つ
い
て
は
、
管
理
職
層
に
昇
級
後
、
Ｘ
職

か
ら
Ｍ
職
・
Ｓ
職
に
変
更
す
る
場
合
、
会
社

が
指
定
す
る
通
信
教
育
を
受
講
し
、
修
了
後

に
人
事
部
門
で
面
接
し
て
合
格
し
た
人
が
変

更
で
き
て
い
た
。
逆
に
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
か
ら

Ｘ
職
に
変
わ
り
た
い
場
合
は
、
本
人
申
請
と

上
司
承
認
の
み
で
変
更
し
て
い
た
。「
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
、
先
述
の
コ
ー
ス
別
の
序
列

が
で
き
て
し
ま
っ
た
一
因
だ
っ
た
」。
全
員

が
Ｅ
職
に
な
る
今
回
の
改
定
で
、
コ
ー
ス
変

更
の
仕
組
み
は
な
く
な
っ
た
。

目
標
達
成
度
と
評
価
の
連
動
性
を
緩
和

　

今
回
の
制
度
改
定
と
合
わ
せ
る
形
で
、
人

事
評
価
の
中
身
も
見
直
し
た
。
評
価
制
度
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
の
制
度
改
定
と
ほ

ぼ
同
時
に
、
業
績
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
（
目
標

管
理
制
度
）
を
導
入
し
て
い
る
。
今
回
は
そ

れ
を
、
①
一
〇
〇
点
を
基
準
に
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
の
運
営
を
し
て
い
る
「
目
標
に
対
す
る

達
成
度
」
と
人
事
評
価
と
の
連
動
性
を
緩
和

す
る
②
よ
り
挑
戦
的
な
目
標
設
定
を
義
務
づ

け
る
③
目
標
設
定
項
目
を
六
項
目
ま
で
に
限

定
す
る
④
行
動
面
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
導

入
し
て
人
事
評
価
の
一
要
素
と
す
る
―
―
こ

と
と
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
詳
細
の
説
明
。

ま
ず
、
人
事
評
価
と
の
連
動
性
だ
。

　
「
目
標
管
理
を
入
れ
た
一
〇
年
前
は
成
果

主
義
が
非
常
に
強
く
言
わ
れ
て
い
た
時
期
で
、

目
標
に
対
す
る
達
成
度
を
数
値
化
し
て
、
そ

れ
と
人
事
評
価
を
完
全
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ

と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
非
常
に
綿
密
に
計
算

し
て
、
そ
の
結
果
か
ら
自
動
的
に
評
価
が
決

ま
る
よ
う
な
形
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
す

る
と
、
上
司
の
主
観
的
な
評
価
と
達
成
度
の

数
値
が
か
な
り
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ

た
」

よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
設
定
を

　

一
般
的
に
、
点
数
を
上
げ
る
ロ
ジ
ッ
ク
を

知
っ
て
く
る
と
、
点
数
を
上
げ
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
使
い
始
め
る
社
員
が
で
て
く
る
よ
う
に

な
る
。
ク
ボ
タ
で
も
そ
う
し
た
悩
み
が
で
て

き
て
、
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
を

義
務
付
け
る
な
か
で
、
達
成
度
の
数
値
と
人

事
評
価
の
連
動
性
を
緩
和
し
た
。

　
「
評
価
だ
け
の
た
め
で
は
な
く
、
育
成
と

か
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
た
め
の
目
標
管
理
の
意
味

合
い
を
強
め
た
い
と
考
え
た
。
評
価
は
、
最

終
的
に
は
上
司
の
的
確
な
主
観
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の

主
観
を
再
確
認
す
る
ツ
ー
ル
ぐ
ら
い
に
考
え

て
も
ら
え
ば
良
い
。
旧
制
度
で
は
、
上
司
の

方
に
も
自
分
の
主
観
に
評
点
を
合
わ
せ
る
よ

う
な
動
き
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ー
ト
は
最
後
に
一
〇
〇
点
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
で
点
数
が
出
て
く
る
。
仮
に
上
司

が
『
彼
は
（
一
一
〇
点
に
相
当
す
る
）
Ｂ
Ａ

だ
』
と
思
っ
て
い
る
の
に
点
数
が
九
五
点
だ

っ
た
と
な
る
と
、
無
理
矢
理
一
一
〇
点
に
な

る
よ
う
に
点
数
を
い
じ
り
始
め
る
。
で
も
、

そ
の
人
が
な
ぜ
九
五
点
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、

高
い
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
、
不
運

も
あ
っ
て
九
五
点
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
、
今
後
は
基
準
の
一
〇
〇

点
を
超
え
て
な
く
て
も
、
高
い
評
価
を
付
け

て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
た
」

目
標
設
定
は
六
項
目
ま
で
で 

行
動
面
も
評
価

　

目
標
管
理
制
度
は
人
事
評
価
だ
け
の
た
め

の
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
職
場
全
体
で
職
務
・

役
割
の
分
担
を
明
確
化
し
た
り
本
人
の
育
成

を
考
え
た
り
す
る
う
え
で
の
ツ
ー
ル
と
し
て

の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
、

行
動
面
の
評
価
も
欠
か
せ
な
い
。

　
「
そ
の
た
め
に
、
主
要
な
課
題
だ
け
六
項

目
以
内
で
目
標
設
定
し
て
も
ら
い
、
上
司
と

部
下
で
そ
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ

く
取
り
、
職
場
の
仕
事
を
進
め
て
欲
し
い
と

な
っ
た
。
ま
た
、
見
直
し
前
の
シ
ー
ト
は
期

初
目
標
の
項
目
の
み
だ
っ
た
が
、
今
回
は
さ

ら
に
一
〇
項
目
の
部
下
の
育
成
と
か
健
康
管

理
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
性
な
ど
の
行
動
面
の
目
標

も
設
定
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
定
性
的
な
目

標
だ
が
、
そ
こ
に
つ
い
て
も
自
己
評
価
と
上

司
評
価
を
付
け
て
、
六
項
目
の
目
標
と
あ
わ

せ
て
総
合
評
価
す
る
。
数
字
に
現
れ
な
い
部

分
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の
人
の
会
社

に
お
け
る
行
動
全
般
で
評
価
し
て
欲
し
い
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
る
」

エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｅ
）
職
全
体
を 

四
ラ
ン
ク
の
相
対
評
価
で

　

そ
の
う
え
で
、
人
事
評
価
は
Ｍ
職
・
Ｓ
職
・

Ｘ
職
の
コ
ー
ス
ご
と
の
相
対
評
価
か
ら
、
Ｅ

職
全
体
で
の
相
対
評
価
に
切
り
替
え
た
。
な

お
、
部
長
ク
ラ
ス
以
上
は
、
絶
対
評
価
に
し

て
い
る
。

　
「
旧
制
度
下
で
は
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
は
水
準

や
基
準
が
同
じ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
部

の
部
門
は
一
緒
に
相
対
評
価
し
て
い
た
。
だ

が
、
Ｘ
職
は
月
俸
・
賞
与
・
退
職
金
す
べ
て

の
水
準
が
Ｍ
職
・
Ｓ
職
と
は
異
な
る
た
め
、

Ｘ
職
だ
け
は
別
に
相
対
評
価
し
て
い
た
。
人

事
評
価
は
い
ず
れ
も
各
部
門
で
の
分
布
が
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
〇
に
な
る
よ
う
な
形
。
具
体

的
に
は
Ｂ
３
と
Ｂ
２
が
中
心
に
な
る
の
で
、

各
部
門
、
Ｂ
３
を
一
人
つ
け
た
ら
Ｂ
２
も
一

人
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
評
価
管

理
を
行
っ
て
い
た
（
シ
ー
ト
２
）。
今
回
は

Ｅ
職
全
体
で
相
対
評
価
す
る
こ
と
に
な
り
、

評
点
の
付
け
方
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
七
ラ
ン

ク
中
、
Ａ
と
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ
評
価
に
は
分
布
点
を

設
定
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
仮
に
Ａ
評
価
の

人
を
出
し
た
い
と
な
る
と
、
そ
の
分
、
マ
イ

ナ
ス
評
価
の
と
こ
ろ
も
付
け
な
い
と
相
対
評

価
の
分
布
点
原
資
が
出
な
く
な
り
、
結
果
と

し
て
中
心
化
傾
向
が
強
く
な
る
。
今
回
は
そ

う
い
っ
た
評
価
運
営
は
や
め
て
、
ダ
ン
ト
ツ

で
活
躍
し
た
人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
は
別
枠
で

付
け
て
も
ら
え
ば
良
い
と
し
た
。
Ｂ
Ｃ
や
Ｃ

の
厳
し
い
評
価
も
、
Ａ
評
価
を
つ
け
た
い
た

め
に
出
す
の
で
は
な
く
、
長
期
休
務
な
ど
の

明
確
な
理
由
が
あ
る
場
合
の
み
と
し
、
事
実

上
、
四
ラ
ン
ク
で
相
対
評
価
し
て
く
れ
た
ら

良
い
と
し
た
」

旧
Ｘ
職
は
基
本
月
俸
に
メ
リ
ハ
リ
が

付
く
形
に

　

こ
の
ほ
か
、給
与
面
で
は
、今
回
の
Ｍ
職
・

Ｓ
職
・
Ｘ
職
か
ら
Ｅ
職
に
コ
ー
ス
統
合
し
た

際
、
基
本
月
俸
額
の
見
直
し
は
行
わ
ず
、
改

定
前
の
月
俸
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
定
期
月
俸
改
定
（

≒

定
期

昇
給
）
は
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職
の
基
準
を
ベ
ー
ス

に
見
直
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｘ
職
だ
っ
た

人
は
、
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
形
に
な
っ
た
。
旧

制
度
で
は
、
た
と
え
ば
Ｂ
Ａ
評
価
を
得
て
も
、

Ｘ
職
は
Ｍ
職
・
Ｓ
職
に
比
べ
て
上
が
り
幅
が

小
さ
か
っ
た
が
、
逆
に
月
俸
が
下
が
る
よ
う

な
低
い
評
価
が
つ
い
た
場
合
、
Ｍ
職
・
Ｓ
職

は
大
き
く
下
が
り
、
Ｘ
職
は
そ
れ
ほ
ど
下
が
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
回
の
Ｍ
職
・
Ｓ
職

に
合
わ
せ
た
見
直
し
に
よ
り
、
Ｘ
職
だ
っ
た

人
も
高
評
価
が
つ
け
ば
大
き
く
上
が
り
、
低

評
価
の
と
き
は
大
き
く
下
が
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、
Ｅ
職
の
賞
与
・
退
職
金
も
、
Ｍ
職
・

Ｓ
職
の
基
準
に
合
わ
せ
た
た
め
、
結
果
と
し

て
Ｘ
職
だ
っ
た
人
は
賞
与
と
退
職
金
の
一
部

基
準
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
の
制
度
改
定
前
は
、
原
則
、

五
三
歳
を
超
え
て
課
長
な
ど
の
役
職
に
就
任

す
る
こ
と
は
不
可
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
年

齢
制
限
も
廃
止
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

「
若
返
り
を
図
り
た
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
一
定
以
上
の
年
齢
の
者
を
年
功
的
に

課
長
に
就
任
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
回
、
年
齢
と
か
性
別
の
属

性
の
壁
も
破
る
と
い
っ
た
目
的
か
ら
、
役
職

就
任
時
の
年
齢
要
素
そ
の
も
の
を
外
す
こ
と

に
し
た
」。
た
だ
し
、五
六
歳
の
役
職
定
年
は
、

「
将
来
的
な
若
返
り
を
阻
害
し
き
れ
な
い
と

の
懸
念
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
、
六

〇
歳
の
定
年
退
職
と
い
っ
た
絶
対
的
な
基
準

も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
こ
と
に
な

っ
た
」。

意
識
と
働
き
方
の
変
化
を
求
め
た 

一
般
社
員
層
の
見
直
し

　

ク
ボ
タ
の
管
理
職
層
の
見
直
し
は
、
同
社

の
め
ざ
す
Ｍ
職
・
Ｓ
職
・
Ｘ
職
の
コ
ー
ス
別

人
材
区
分
の
姿
と
職
場
実
態
に
齟
齬
が
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
Ｓ
職
や
Ｘ
職
の
課

長
が
い
る
一
方
で
、
専
門
職
で
働
く
Ｍ
職
も

い
て
、
コ
ー
ス
別
区
分
の
一
本
化
は
運
用
実

態
に
合
致
す
る
見
直
し
だ
っ
た
た
め
「
職
場

の
理
解
は
得
や
す
く
、
ご
く
自
然
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
」。

　

他
方
、
管
理
職
層
の
見
直
し
か
ら
半
年
後

に
実
施
さ
れ
た
一
般
社
員
層
の
見
直
し
は
、

一
般
職
と
し
て
の
Ａ
職
に
意
識
と
働
き
方
の

変
化
を
求
め
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
社
内
的
に
大
き
な
議
論
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
一
般
社
員
層

の
人
事
諸
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
苦
労
や
工

夫
も
交
え
て
、
聞
き
進
め
て
い
き
た
い
。

上
司
・
部
下
双
方
の
意
識
改
革
を

　

ま
ず
、
一
般
社
員
層
の
制
度
見
直
し
の
目

的
は
、
コ
ー
ス
別
の
職
務
系
列
の
仕
組
み
と

意
識
の
壁
を
排
除
し
、
機
会
均
等
、
適
材
適

所
、
成
果
主
義
に
よ
る
人
材
活
用
を
今
ま
で

以
上
に
推
し
進
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の

考
え
方
に
基
づ
き
、「
上
司
と
部
下
（
Ｃ
職
・

Ｂ
職
・
Ａ
職
そ
れ
ぞ
れ
）
の
意
識
改
革
」
と

「
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
Ａ
職
・
Ｂ
職
に
対
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
図
っ
て
、

活
気
あ
る
職
場
を
つ
く
り
た
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
「『
上
司
の
意
識
改
革
』
と
い
う
の
は
、
部

下
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
み
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
。
換
言
す
れ
ば
、『
Ｃ
職
だ
か
ら
こ

の
仕
事
』『
Ａ
職
だ
か
ら
あ
の
仕
事
』」
と
決

め
ら
れ
た
コ
ー
ス
で
仕
事
を
割
り
振
る
の
で

は
な
く
、
本
人
の
能
力
と
意
欲
を
個
々
に
み

て
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
与
え
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か

り
み
て
い
な
い
と
で
き
な
い
。
他
方
、『
部
下

の
意
識
改
革
』
は
、『
自
分
の
壁
を
越
え
て
欲

し
い
』
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
と
く
に
『
私
は

Ａ
職
だ
か
ら
、一
般
職
の
範
囲
の
仕
事
ま
で
』

で
は
な
く
、
広
く
深
く
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
欲
し
い
と
伝
え
た
か
っ
た
」

ス
タ
ッ
フ
職
は「
総
合
職
」で
は
な
い

　

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
Ｃ
職
・

Ｂ
職
・
Ａ
職
を
統
合
し
た
ス
タ
ッ
フ
職
の
人

材
像
だ
。
ク
ボ
タ
で
は
そ
の
定
義
を
、「
自
ら

の
専
門
領
域
の
確
立
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
専

門
性
・
創
造
性
・
経
験
を
求
め
ら
れ
る
付
加

価
値
の
高
い
職
務
（
課
題
遂
行
・
企
画
立
案
・

業
務
改
善
な
ど
）
を
中
心
に
、
基
礎
的
な
知

識
・
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
職
務
を
含
む
幅
広

い
職
務
を
担
当
し
、
事
業
貢
献
と
自
己
成
長

の
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
人
材
」
と

し
て
い
る
。
要
は
、
Ｃ
職
・
Ｂ
職
・
Ａ
職
す

べ
て
の
役
割
・
職
務
領
域
を
担
当
す
る
人
材

で
あ
っ
て
、「
ス
タ
ッ
フ
職
＝
Ｃ
職
（
総
合

職
）」
の
役
割
・
職
務
領
域
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

　
「
今
回
の
人
事
制
度
の
見
直
し
を
打
ち
出

し
た
当
初
、『
全
員
が
総
合
（
ク
リ
エ
イ
ト
）

職
に
な
る
な
ら
、
一
般
職
の
仕
事
は
誰
が
や

る
の
か
？
』
と
の
議
論
が
あ
っ
た
。『
そ
れ

は
ま
っ
た
く
違
う
』
と
説
明
し
た
。
二
〇
〇

二
年
の
見
直
し
の
際
、
Ｃ
職
・
Ｂ
職
・
Ａ
職

ご
と
に
役
割
・
職
務
を
定
め
た
が
、
現
実
的

に
は
そ
の
コ
ー
ス
ど
お
り
に
職
務
を
割
り
振

る
こ
と
が
難
し
く
、
コ
ー
ス
の
役
割
・
職
務

を
超
え
て
、
各
従
業
員
が
職
務
を
担
当
す
る

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る

職
場
で
Ｃ
職
の
人
が
異
動
に
な
る
と
、
力
の

あ
る
Ａ
職
が
一
時
的
に
Ｃ
職
的
な
仕
事
を
こ

な
す
こ
と
が
あ
る
し
、
Ａ
職
の
人
が
急
に
退

職
し
た
と
き
に
Ｃ
職
の
人
が
そ
の
仕
事
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。
実
態
と
し
て
コ
ー
ス
と

職
務
・
役
割
が
混
在
し
て
い
る
な
か
で
、
今

後
は
上
司
が
能
力
、
意
欲
を
み
て
最
適
な
仕

事
分
配
を
し
て
欲
し
い
。
そ
の
結
果
、
各
人

の
仕
事
が
大
き
く
変
わ
る
職
場
も
出
て
く
る

だ
ろ
う
し
、
今
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
職

場
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
『
オ
ー
ル
総

合
職
化
』
で
は
な
い
」

能
力
と
意
欲
で
職
務
を
割
り
振
る

　

と
は
い
え
、
実
態
と
し
て
は
、「
Ａ
職
か
ら

コ
ー
ス
変
更
し
た
Ｂ
職
の
職
務
を
ど
う
す
べ

き
か
」
と
か
、「
Ｂ
職
に
な
っ
た
人
が
担
当
し

て
い
た
Ａ
職
の
職
務
を
職
場
内
で
ど
う
割
り

振
る
か
」
で
悩
ん
で
い
た
職
場
は
以
前
か
ら

あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
彼
女
た
ち
が
Ａ
職
か
ら
Ｂ
職
に
コ
ー
ス

変
更
し
た
時
、
職
場
で
は
『
Ａ
職
か
ら
Ｂ
職

に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
や
っ
て
い
た
こ
の

Ａ
職
の
仕
事
は
、
こ
れ
か
ら
誰
が
や
る
の
で

す
か
？
』
と
当
然
な
っ
た
。
準
総
合
職
に
登

用
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
一

般
職
の
仕
事
を
続
け
る
人
も
い
て
、
ど
う
運

用
し
て
い
け
ば
良
い
か
が
課
題
に
な
っ
た
。

こ
の
部
分
が
グ
レ
ー
だ
っ
た
こ
と
も『
Ｃ
職
・

Ｂ
職
・
Ａ
職
に
コ
ー
ス
を
わ
け
て
い
る
意
味

が
あ
る
の
か
？
』
と
な
っ
た
一
因
だ
っ
た
。

Ａ
職
の
人
が
し
て
い
た
仕
事
も
、
社
内
で
必

要
な
仕
事
な
の
で
誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
Ａ
職
と
い
う
コ
ー
ス
に
位
置
付

け
ら
れ
た
人
が
や
る
の
で
は
な
く
、
今
後
は
、

上
司
が
、
部
下
の
育
成
な
ど
を
考
え
な
が
ら

能
力
と
意
欲
に
基
づ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
職
の

誰
か
に
、
も
し
く
は
み
ん
な
で
分
担
す
る
よ

う
に
指
示
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
だ
」

一
般
職
層
の
高
い
能
力
を
活
か
す
た
め
に

　

見
直
し
の
最
大
の
眼
目
に
、
上
司
・
部
下

と
も
に
意
識
を
変
え
て
欲
し
い
と
い
う
狙
い

が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
Ａ
職

か
ら
Ｂ
職
に
コ
ー
ス
変
更
し
た
人
が
微
妙
な

立
ち
位
置
で
あ
っ
た
こ
と
も
。
さ
ら
に
も
う

一
つ
、
一
般
職
で
採
用
さ
れ
た
Ａ
職
の
女
性

が
持
つ
能
力
を
活
か
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
前
述
の
社
会
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
た
見
直
し
に
つ
な
が
る
話
だ
。

　
「
一
般
事
務
担
当
者
と
し
て
職
務
を
定
め

て
勤
務
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
女
性
の
勤
続
年

数
が
短
か
っ
た
時
代
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
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の
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
男
女
の
区
別
の
な
い

働
き
方
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
女
性
が
定
年

退
職
ま
で
勤
務
す
る
時
代
に
な
っ
た
現
状
に

は
合
わ
な
い
。
Ａ
職
の
退
職
時
の
勤
続
年
数

を
み
る
と
、
四
半
世
紀
前
は
約
六
年
だ
っ
た

の
に
、
こ
こ
三
年
は
一
六
年
を
超
え
て
い
る
。

も
は
や
一
般
職
の
役
割
・
職
務
内
で
在
職
中

働
き
続
け
る
状
況
と
は
い
え
ず
、
Ａ
職
が
持

つ
高
い
能
力
を
十
分
に
活
か
し
切
れ
て
い
な

い
。
も
っ
と
い
え
ば
、
Ａ
職
を
含
め
た
一
般

社
員
層
は
、
一
定
の
年
功
要
素
が
あ
る
賃
金

体
系
な
の
で
、
勤
続
年
数
が
長
く
な
り
処
遇

が
高
く
な
れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
う
職
務
や
働

き
方
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
っ
た
」

　

こ
う
し
た
課
題
認
識
を
踏
ま
え
て
、Ｃ
職
・

Ｂ
職
・
Ａ
職
の
三
コ
ー
ス
を
ス
タ
ッ
フ
職
に

統
合
し
た
。

旧
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
に
は 

二
年
間
の
移
行
措
置
を

　

ス
タ
ッ
フ
職
の
役
割
と
担
当
職
務
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
「
一
人
ひ
と
り
の
能
力
・
意
欲

に
基
づ
い
て
決
ま
る
」
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
多
種
多
様
な
職
種
・
職
務
・

職
場
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
や
意
欲
の
従
業
員
が
い

る
な
か
で
、「
一
人
ひ
と
り
の

今
の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

今
後
の
成
長
を
見
据
え
て
、

上
司
が
考
え
る
最
適
の
職
務

分
担
を
し
て
欲
し
い
」
と
し

て
、
業
務
分
担
を
決
め
る
上

司
の
裁
量
の
大
き
さ
を
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
こ
う

し
た
な
か
で
、「
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
・
理
由
に
よ
り
、
自
身

の
役
割
・
担
当
職
務
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
で
も
そ
の
役
割
・
担
当

職
務
内
で
の
貢
献
は
適
正
に

評
価
し
て
、
そ
の
活
躍
を
認

め
る
」
と
し
て
、
一
定
程
度

の
時
間
を
か
け
た
変
化
を
求

め
る
と
と
も
に
、
柔
軟
な
対

応
も
促
し
て
い
る
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
職
と
い
う
こ

と
で
今
後
は
評
価
や
進
級
す

べ
て
一
緒
に
な
る
が
、
制
度

が
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

す
べ
て
を
す
ぐ
に
一
緒
に
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
こ
で
二
年
間
は
旧
Ａ
職
と
旧
Ｃ
職
で
評
価

目
安
を
変
え
る
等
、
運
営
面
で
対
応
す
る
。

や
は
り
、
ど
う
し
て
も
簡
単
に
は
変
え
ら
れ

な
い
人
は
で
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
制
度
変
更

前
に
社
内
で
行
っ
た
モ
ラ
ル
サ
ー
ベ
イ
の
結

果
か
ら
、
制
度
改
定
を
打
ち
出
し
た
ら
、
四

〇
歳
代
以
降
の
反
発
が
大
き
い
こ
と
は
想
定

で
き
た
。
制
度
説
明
時
に
も
、
年
配
の
Ａ
職

か
ら
『
仕
事
を
変
え
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、
今

更
無
理
。
そ
の
場
合
、
会
社
は
私
の
存
在
価

値
は
認
め
て
く
れ
な
い
の
か
？
』
と
質
問
さ

れ
、『
今
の
仕
事
を
し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
』
と
答
え
て
い

る
。
ま
た
、
上
司
に
対
し
て
は
、『
今
ま
で
だ

っ
た
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
業
務
を

淡
々
と
続
け
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
こ
と
で
も
、

ち
ょ
っ
と
で
も
業
務
改
善
を
や
る
よ
う
に
促

し
て
欲
し
い
』
と
話
し
て
い
る
」

ス
タ
ッ
フ
職
の
等
級
は 

見
直
し
前
の
処
遇
水
準
を
維
持

　

ス
タ
ッ
フ
職
の
等
級
に
つ
い
て
は
、
見
直

し
前
の
処
遇
水
準
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
同

じ
処
遇
水
準
の
等
級
を
合
わ
せ
る
形
で
三
コ

ー
ス
を
統
合
し
た
。
シ
ー
ト
４
に
あ
る
と
お

り
、
見
直
し
前
の
Ｃ
職
・
Ｂ
職
・
Ａ
職
そ
れ

ぞ
れ
、
上
位
等
級
に
行
く
最
低
必
要
年
数
を

定
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｃ
２
で
あ
れ
ば

四
年
間
は
Ｃ
３
に
は
上
が
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

　
「
各
コ
ー
ス
、
等
級
に
設
け
た
経
験
年
数

が
異
な
る
と
こ
ろ
を
、
ス
タ
ッ
フ
職
の
等
級

に
一
本
化
し
た
た
め
、
次
の
進
級
機
会
が
遅

れ
た
り
、
年
数
格
付
け
も
先
輩
・
後
輩
の
差

が
納
得
感
の
な
い
形
で
縮
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
な
ど
が
起
き
な
い
よ
う
、
Ｃ
２
の
四
年
目

の
人
が
Ｓ
Ｔ
３
の
三
年
目
、
Ｂ
２
の
四
年
目

が
Ｓ
Ｔ
３
の
二
年
目
と
い
っ
た
感
じ
に
意
識

し
て
設
定
し
た
」

　

ま
た
、
見
直
し
前
の
Ｃ
職
・
Ｂ
職
・
Ａ
職

に
つ
い
て
は
、
管
理
職
層
の
コ
ー
ス
同
様
、

基
本
月
俸
と
し
て
各
等
級
に
上
限
額
と
下
限

額
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
管
理
職
層
と
違
っ

て
各
等
級
の
上
限
額
と
下
限
額
は
ラ
ッ
プ
し

て
お
り
、
た
と
え
ば
Ｃ
１
の
上
限
額
は
Ｃ
２

の
下
限
額
よ
り
高
か
っ
た
。
Ｓ
職
の
等
級
も

七
段
階
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
下
限
額
に

重
な
り
は
あ
る
。

進
級
決
定
は
日
常
の
活
躍
度
を
重
視

　

ス
タ
ッ
フ
職
の
進
級
決
定
は
、
事
業
部
・

部
門
の
推
薦
で
、
日
常
で
ど
れ
だ
け
頑
張
っ

て
い
る
か
を
重
視
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
Ｓ

Ｔ
４
に
上
が
る
と
き
は
進
級
試
験
、
Ｓ
Ｔ
５

に
上
が
る
と
き
は
研
究
論
文
の
発
表
も
課
さ

れ
る
。
進
級
試
験
と
論
文
は
、
育
成
が
主
な

目
的
で
、
点
数
は
付
く
も
の
の
進
級
判
定
の

一
要
素
で
あ
り
、「
進
級
判
定
の
主
体
は
あ
く

ま
で
人
事
評
価
に
基
づ
き
出
て
く
る
部
門
推

薦
」
に
な
る
。
な
お
、
従
来
は
進
級
要
件
だ

っ
た
教
育
研
修
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
進

級
要
件
か
ら
外
し
た
（
シ
ー
ト
５
）。

　
「
見
直
し
前
は
、
Ｃ
職
に
は
進
級
要
件
を

か
な
り
細
か
く
定
め
て
い
て
、
大
学
に
行
く

よ
う
な
講
座
の
単
位
を
取
ら
な
い
と
進
級
で

き
な
か
っ
た
り
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｂ
職

は
試
験
論
文
の
み
。
Ａ
職
は
会
社
が
提
示
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
通
信
教
育
の
中
か
ら
ど
れ
か

修
了
す
る
こ
と
を
進
級
要
件
と
し
て
い
た
。

今
回
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
も
う
や
め
る
こ

と
に
し
た
。
一
方
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
一

律
的
に
行
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
Ｃ
４
に
上

が
る
と
き
に
は
全
員
に
行
っ
て
い
た
。
今
回
、

こ
こ
は
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ
っ
た
が
、

個
々
の
特
性
を
み
ず
に
一
律
運
用
で
全
員
ロ

シート４ スタッフ職の等級

１．見直し前の処遇水準が維持できるように、同じ処遇水準の等級を合わせる形で、

C・B・A職各等級の統合を行った。

※大卒はST２・１年目、院卒はST３・１年目に格付ける。

※ST５・ST６への進級は、１年短縮の特別進級がある。

※ST６・２（1）年で、管理職層（E職・EX１）へ昇級できる。

C1
（1年）

C2
（4年）

C3
（3年）

C4
（2年）

B1
（5年）

B2
（6年）

B3
（5年）

B4
（4年）

B5
（4年）

B6
（6年）

B7

A1
（6年）

A2
（6年）

A3
（4年）

A4
（4年）

A5
（4年）

A6
（4年）

A7

ST1
（4年以上）

ST2
（2年以上）

ST3
（3年以上）

ST4
（3年以上）

ST5
（2年以上）

ST7

※（　）内は、進級に必要な基準経験年数を表示

見
直
し
前

見
直
し
後

C5

ST6
（8年以上）
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ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ベ
ス
ト

の
形
で
は
な
い
と
し
て
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
は
認
め
つ
つ
、
そ
れ
自
体
を
個
々

に
運
用
す
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
一
律

に
行
う
仕
組
み
は
や
め
よ
う
と
な
っ
た
」

研
修
は
能
力
・
職
務
に
合
っ
た
も
の
を

　

ス
タ
ッ
フ
職
の
教
育
研
修
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
前
は
Ｃ
１
・
Ｃ
２
は
基
礎
教
育
、
Ｃ

３
は
基
本
教
育
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を

設
け
て
い
た
。
Ｃ
４
で
は
応
用
教
育
等
の
選

抜
教
育
を
受
け
て
も

ら
い
、
そ
う
い
っ
た

社
内
講
座
で
一
定
の

単
位
を
取
ら
な
い
と

進
級
対
象
者
に
は
し

な
か
っ
た
。

　

今
回
の
見
直
し
で

は
、
そ
の
研
修
体
系

を
ベ
ー
ス
に
、
職
種

別
に
整
理
し
な
お
し

て
目
的
別
専
門
教
育

と
し
て
再
編
。
ビ
ギ

ナ
ー
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
、

ア
ド
バ
ン
ス
、
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
四
段
階

に
わ
け
た
う
え
で
、

研
修
の
受
講
・
修
了

を
進
級
要
件
か
ら
は

除
外
し
て
、
今
の
自

分
の
能
力
や
職
務
に

合
っ
た
も
の
を
自
主

的
に
受
け
て
も
ら
う

よ
う
促
す
形
に
し
た
。

　
「
前
の
仕
組
み
は
、

強
制
力
を
働
か
せ
す

ぎ
て
自
主
性
が
弱
く

な
っ
た
。『
こ
の
講

座
は
単
位
が
取
り
や
す
い
』
と
の
先
輩
か
ら

の
情
報
を
得
て
、
自
分
の
職
務
と
関
係
な
い

単
位
の
取
り
や
す
い
講
座
に
流
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
も
み
て
、『
も
う
少

し
、
社
員
を
信
じ
て
自
主
性
を
重
ん
じ
た
教

育
体
系
に
変
え
よ
う
』
と
な
っ
た
」

人
事
評
価
は
ス
タ
ッ
フ
職
全
員
を 

対
象
に
相
対
評
価
で

　

一
般
社
員
層
の
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
前
は
コ
ー
ス
ご
と
に
相
対
評
価
し
て

い
た
。
評
価
は
管
理
職
同
様
Ａ
～
Ｃ
の
七
段

階（
シ
ー
ト
２
）。
各
コ
ー
ス
の
相
対
評
価
が
、

部
門
と
し
て
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
〇
に
な
る
よ

う
調
整
す
る
仕
組
み
だ
っ
た
。
今
回
は
Ｓ
職

全
員
を
対
象
と
す
る
全
体
の
相
対
評
価
に
し

た
。

　
「
Ｃ
職
・
Ｂ
職
・
Ａ
職
を
一
括
り
で
相
対

評
価
す
る
よ
う
に
変
え
る
に
あ
た
っ
て
、
少

し
工
夫
し
た
。
ま
ず
、
評
価
が
ゼ
ロ
に
な
る

中
心
点
を
変
え
て
、
評
価
が
多
少
上
振
れ
す

る
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
、
評
価
の
上
振
れ

す
る
原
資
が
旧
Ｃ
職
に
流
れ
て
旧
Ａ
職
の
評

価
が
旧
Ｃ
職
と
の
相
対
的
な
比
較
で
下
が
る

こ
と
が
起
き
に
く
く
な
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
評
価
の
バ
ラ
つ
き
を
抑
え
て
公
正
さ
を

保
て
る
よ
う
、
実
際
の
評
価
は
Ｂ
Ａ
・
Ｂ
３
・

Ｂ
２
・
Ｂ
１
の
四
ラ
ン
ク
で
行
う
。
ラ
ン
ク

を
多
く
設
定
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
評
価
に
大

き
く
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
く
る
上
司
と
、
真

ん
中
の
三
ラ
ン
ク
ぐ
ら
い
し
か
使
わ
な
い
上

司
が
出
て
、
評
価
の
バ
ラ
つ
き
が
大
き
く
な

っ
て
し
ま
う
。
当
社
の
課
長
職
は
六
〇
〇
人

以
上
い
る
の
で
、
そ
の
人
た
ち
の
評
価
の
感

覚
を
合
わ
せ
る
の
は
至
難
の
技
。
実
態
と
し

て
は
七
ラ
ン
ク
で
も
バ
ラ
つ
く
の
で
、
四
ラ

ン
ク
ぐ
ら
い
が
適
当
だ
ろ
う
と
な
っ
た
」

旧
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
は 

当
面
、
行
動
評
価
重
視
で

　

ス
タ
ッ
フ
職
の
目
標
管
理
制
度
も
、
基
本

は
管
理
職
層
と
相
違
は
な
い
。
人
事
評
価
は

目
標
管
理
制
度
で
の
シ
ー
ト
上
の
業
績
・
成

果
評
価
部
分（
一
〇
〇
点
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
）

と
行
動
評
価
部
分
（
業
務
へ
の
取
り
組
み
姿

勢
、
自
己
啓
発
、
行
動
評
価
一
〇
項
目
）
で

決
め
る
。

　

業
績
・
成
果
の
評
価
項
目
は
六
項
目
で
、

仕
事
の
具
体
的
な
内
容
と
達
成
基
準
を
記
載
。

そ
の
う
え
で
、
行
動
評
価
の
部
分
を
書
き
、

業
績
・
成
果
部
分
の
点
数
が
多
少
低
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
行
動
面
で
上
司
が
高
く
評
価

す
る
場
合
、
そ
ち
ら
に
重
き
を
置
い
た
評
価

に
な
る
こ
と
も
有
り
得
る
と
い
う
。
こ
こ
で

一
つ
、
疑
問
が
あ
る
。
一
般
職
だ
っ
た
旧
Ａ

職
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
う
い
っ
た
評
価
を
し

て
き
た
の
か
。
二
年
間
の
移
行
措
置
期
間
中

は
、
ど
う
い
っ
た
措
置
が
取
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。

　
「
旧
Ａ
職
に
は
今
ま
で
業
績
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ー
ト
を
活
用
せ
ず
、
業
績
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ー
ト
よ
り
も
シ
ン
プ
ル
な
シ
ー
ト
に
『
今
期

は
こ
ん
な
仕
事
を
や
り
ま
す
』
と
、
毎
年
同

じ
よ
う
な
定
型
業
務
の
内
容
を
書
く
形
。
シ

ン
プ
ル
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
シ
ー
ト
上
で

上
司
は
人
事
評
価
を
記
載
し
、
人
事
評
価
は

進
級
に
影
響
し
て
い
た
。
そ
れ
が
昨
年
四
月
、

ス
タ
ッ
フ
職
に
統
合
さ
れ
、
旧
Ａ
職
も
初
め

て
業
績
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
を
書
い
た
。
そ

う
し
た
ら
、
む
し
ろ
旧
Ｃ
職
よ
り
し
っ
か
り

書
い
て
い
る
し
、
上
司
も
初
め
て
な
の
で
力

を
入
れ
て
指
導
し
て
く
れ
て
い
る
」

　
「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
上
司
に

は
『
移
行
期
間
と
位
置
付
け
る
二
年
間
は
、

旧
Ａ
職
の
評
価
は
行
動
面
を
重
視
し
て
欲
し

い
』
と
伝
え
て
い
る
。
ざ
っ
く
り
と
し
た
目

安
で
し
か
な
い
が
、
旧
Ｃ
職
は
業
績
成
果

七
：
行
動
三
、
旧
Ａ
職
は
業
績
成
果
三
：
行

動
七
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
。
与
え
ら
れ
た
職

務
を
初
年
度
か
ら
正
面
切
っ
て
評
価
さ
れ
た

ら
、
や
は
り
旧
Ａ
職
は
相
対
的
に
不
利
に
な

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
二
年
間
は
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る

意
欲
や
取
り
組
み
を
み
て
も
ら
い
た
い
し
、

評
価
分
布
を
見
直
す
こ
と
で
も
対
応
し
て
い

く
。
旧
Ａ
職
の
な
か
に
は
不
安
を
抱
い
て
い

る
人
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン

シート５ スタッフ職の進級

１．進級決定は、事業部・部門の推薦（＝日常での活躍度・人事評価）を重視する。

２．ST３→ST４で進級試験（論述形式）、ST４→ST５で担当業務における研究論文を行う。
進級試験と研究論文は、“育成”を主な目的としつつ進級判定の一要素として行う。

※ST４の進級試験は３回まで受験できる。ST５の研究論文の発表は１回のみとする。

上記回数内で進級しなかった場合、その後は、部門の推薦により進級を決定する。

※今年度から旧C・B・A職に関係なく、試験・論文を実施した。

３．教育研修・ローテーションを進級要件とすることを取りやめた。

→C2 →C3 →C4

基礎教育の履修
基本教育の履修
(研究論文あり）

→B2 →B3 →B4 →B5 →B6 →B7

進級試験あり 研究論文あり 進級試験あり

→A2 →A3 →A4 →A5 →A6 →A7

通信教育4～12単位 通信教育12単位 通信教育8単位 同左 同左 同左

7TS→5TS→4TS→3TS→2TS→

進級試験あり 研究論文あり

MS職希望者のみ
応用教育などの履修見

直
し
前

→ST6

→C5

見
直
し
後
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ス
も
伝
え
て
い
る
」

給
与
は
よ
り
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
運
営
に

　

日
常
の
成
果
に
基
づ
く
人
事
評
価
に
よ
り
、

ス
タ
ッ
フ
職
の
給
与
は
一
層
メ
リ
ハ
リ
が
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ー
ト
６
の
と
お

り
、
こ
れ
ま
で
は
Ａ
職
が
頑
張
っ
て
上
位
ラ

イ
ン
の
月
俸
に
な
っ
て
も
、
Ｃ
職
の
下
位
に

い
る
人
の
月
俸
に
届
か
な
い
設
計
に
な
っ
て

い
た
。
今
度
は
ス
タ
ッ
フ
職
の
月
俸
が
、
Ｃ

職
の
上
位
か
ら
Ａ
職
の
下
位
水
準
の
な
か
で

幅
広
く
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
制

度
設
計
上
、
旧
Ｃ
職
の
頑
張
れ
な
い
人
は
旧

Ａ
職
の
下
位
の
賃
金
水
準
に
な
る
し
、
旧
Ａ

職
で
凄
く
頑
張
っ
た
人
は
旧
Ｃ
職
の
上
位
水

準
に
上
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
制

度
設
計
上
、
改
定
時
点
の
原
資
は
増
加
し
、

そ
の
分
は
会
社
の
持
ち
出
し
に
な
る
が
、「
経

営
陣
か
ら
は
『
そ
れ
で
旧
Ａ
職
の
人
が
、
や

る
気
を
出
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
変
わ
る
の

な
ら
構
わ
な
い
』
と
言
わ
れ
て
い
た
」
と
い

う
。

旧
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
の 

賞
与
・
退
職
金
は
増
額

　

賞
与
は
、見
直
し
前
は
「
基
本
賞
与
額
（
八

〇
％
）
＋
個
人
評
価
反
映
額
（
一
〇
％
）
＋

部
門
業
績
反
映
額
（
五
％
）
＋
職
務
系
列
別

評
価
反
映
額
（
五
％
）」
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

見
直
し
後
は
、「
部
門
業
績
反
映
額
」
を
基
本

賞
与
額
に
、
職
務
系
列
別
評
価
反
映
額
を
廃

止
し
て
個
人
別
評
価
反
映
賞
与
に
包
含
さ
せ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
賞
与
は
「
基
本
賞
与
額

（
八
五
％
）＋
個
人
評
価
反
映
額（
一
五
％
）」

に
な
る
（
シ
ー
ト
６
）。

　
「
部
門
業
績
に
つ
い
て
は
、
事
業
間
の
収

益
格
差
が
あ
る
な
か
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
だ

が
、『
部
門
の
壁
を
取
る
』
当
初
の
目
的
か
ら
、

一
般
社
員
層
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
基
本
賞
与
に
つ
い
て
は
、
基
本
月

俸
連
動
で
決
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、

Ａ
職
の
月
俸
三
〇
万
円
の
人
と
Ｃ
職
の
月
俸

三
〇
万
円
の
人
は
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い

額
に
な
る
。
た
だ
、
職
務
系
列
反
映
額
は
Ａ

職
と
Ｃ
職
の
差
が
大
き
く
、こ
こ
で
一
般
職
・

総
合
職
と
し
て
の
差
が
付
く
仕
組
み
だ
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
職
に
な
っ
て
、
こ
こ
は
一
本
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
」

　

参
考
ま
で
に
、
管
理
職
層
の
賞
与
は
、「
基

本
賞
与
額
（
四
八
％
）
＋
個
人
評
価
反
映
額

（
四
〇
％
）＋
部
門
業
績
反
映
額（
一
二
％
）」。

個
人
評
価
部
分
を
重
視
し
た
う
え
で
、
部
門

業
績
反
映
部
分
も
比
率
は
大
き
く
は
な
い
が

残
し
て
い
る
。

　

退
職
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
月
俸
に
連
動

す
る
方
式
で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
制
を
と
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
（
退
職
時
の
等

級
で
決
ま
る
）
等
級
定
額
ポ
イ
ン
ト
②
（
毎

年
の
等
級
に

応
じ
て
、
毎

年
積
み
上
げ

ら
れ
る
）
等

級
滞
留
ポ
イ

ン
ト
③
（
五

〇
歳
以
上
を

対
象
に
、
毎

年
の
人
事
評

価
で
加
算
・

減
算
さ
れ

る
）
評
価
ポ

イ
ン
ト
―
―

に
よ
る
。
ス

タ
ッ
フ
職
の

各
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、

基
本
的
は
旧

Ｃ
職
の
水
準

を
ベ
ー
ス
に

設
定
さ
れ
て

お
り
、
結
果

と
し
て
旧
Ａ

職
は
増
額
幅

が
大
き
く
な

っ
た
こ
と
か

ら
、
二
〇
一

八
年
三
月
三

一
日
ま
で
の
移
行
措
置
と
し
て
段
階
的
に
増

額
し
て
い
く
。

一
般
職
的
な
職
務
に 

有
期
契
約
労
働
者
の
活
用
を

　

ス
タ
ッ
フ
職
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

一
般
職
的
な
採
用
は
、
今
後
、
行
わ
な
い
。

そ
の
う
え
で
、
職
場
の
事
情
で
一
般
職
的
な

職
務
担
当
が
必
要
な
場
合
は
、
契
約
社
員
・

派
遣
社
員
の
活
用
を
認
め
る
。
ち
な
み
に
現

在
は
、
事
務
所
勤
務
の
派
遣
社
員
が
三
〇
〇

人
ぐ
ら
い
い
る
が
、
制
度
改
定
に
伴
う
増
員

要
請
は
ま
だ
な
い
。

　

な
お
、
旧
Ａ
職
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
転
居
を
伴
う
異
動
は
本
人
の
理
解
を
得

た
う
え
で
行
う
。

　

人
事
異
動
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
原
則
五

年
以
上
、
同
一
職
場
・
職
務
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
職
場
内
の
担
当
職
務
や
担
当
エ
リ

ア
・
担
当
先
な
ど
の
変
更
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
転
居

を
伴
う
人
事
異
動
は
、
旧
Ａ
職
は
、
見
直
し

前
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
本
人
の
理
解
を

得
た
う
え
で
実
施
す
る
。

　
「
旧
Ｃ
職
は
辞
令
が
で
た
ら
全
国
ど
こ
に

で
も
異
動
し
て
い
た
。
旧
Ｂ
職
も
異
動
の
可

能
性
は
あ
っ
た
が
、
旧
Ａ
職
に
は
運
用
上
の

慣
行
と
し
て
な
か
っ
た
。
転
居
を
伴
う
異
動

が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

会
社
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
本
人
の
了
解

を
得
た
り
、
本
人
の
汲
む
べ
き
事
情
に
よ
り

希
望
が
あ
っ
た
り
し
た
時
な
ど
、
特
別
な
事

情
に
個
別
対
応
し
て
行
っ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、

本
人
の
理
解
を
得
ず
に
会
社
側
の
都
合
だ
け

で
動
か
す
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
人

た
ち
と
労
働
組
合
か
ら
は
、『
ス
タ
ッ
フ
職
に

統
合
さ
れ
た
ら
、
転
居
を
伴
う
異
動
も
あ
る
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基本的にはC職をベースとしている。
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の
で
は
な
い
か
』
と
の
強
い
懸
念
が
あ
っ
た

が
、『
旧
Ａ
職
に
対
し
て
は
、
今
後
も
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る
。
旧
Ｃ
職
と
同

じ
よ
う
に
は
し
な
い
』
と
回
答
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
旧
Ａ
職
の
人
が
管
理
職
層
に
昇
級

し
た
場
合
は
、
旧
Ａ
職
だ
か
ら
、
と
い
う
配

慮
は
基
本
的
に
行
わ
な
い
」

　

ち
な
み
に
、
同
じ
ス
タ
ッ
フ
職
で
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
異
動
を
し
た
旧
Ｃ
職
と
異
動
を

し
な
い
旧
Ａ
職
の
差
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
異
動
の
有
無
だ
け
で
、
何
か
差
が
つ
く

こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
海
外
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
転
勤
し
て
職
務
経
験
を
積

む
人
は
、
当
然
、
見
識
も
広
が
り
発
揮
で
き

る
能
力
も
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
評
価
や
進
級
・
処
遇
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
は
あ
る
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

事
務
服
の
着
用
や
庶
務
的
な
仕
事
の
対
応

　

ス
タ
ッ
フ
職
へ
の
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、

事
務
服
の
着
用
や
「
お
茶
場
当
番
」「
社
内
便

の
配
布
」
な
ど
の
庶
務
的
な
仕
事
と
い
っ
た
、

職
場
の
機
微
に
触
れ
る
議
論
も
あ
っ
た
と
い

う
。

　
「
旧
Ｃ
職
は
私
服
だ
が
、
旧
Ａ
職
に
は
事

務
服
を
提
供
し
て
い
た
。
ス
タ
ッ
フ
職
に
な

っ
た
こ
と
を
機
に
事
務
服
は
取
り
や
め
て
、

本
社
や
支
社
な
ど
は
私
服
に
し
て
、
製
造
所

や
工
場
も
事
務
服
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
男

性
と
同
じ
作
業
服
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し

た
。
す
る
と
、
全
国
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
上
が
っ
て
き
た
。『
通
勤
時
に
お
し
ゃ
れ

が
で
き
な
い
』
と
か
『
私
服
が
汚
れ
る
か
ら

嫌
だ
』
と
か
。『
女
子
更
衣
室
・
ロ
ッ
カ
ー

は
残
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

最
初
は
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
が
、
実
際
に

行
う
と
、
今
の
と
こ
ろ
否
定
的
な
声
は
上
が

っ
て
こ
な
い
。
若
干
あ
る
の
は
、
全
社
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
ド
レ
ス
コ
ー
ド
を
定
め

た
が
、
や
は
り
そ
こ
は
判
断
の
分
か
れ
る
よ

う
な
服
装
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
く
ら
い

だ
」

　
「
社
内
便
の
配
布
な
ど
の
庶
務
に
つ
い
て

は
、
理
由
も
な
く
旧
Ａ
職
が
継
続
し
て
担
当

す
る
の
で
な
く
、
旧
Ｃ
職
を
含
め
た
ス
タ
ッ

フ
職
全
員
で
分
担
す
る
か
、
も
し
く
は
、
特

定
の
人
が
担
当
す
る
な
ら
上
司
か
ら
そ
の
理

由
を
説
明
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
る
」

制
度
改
定
に
伴
う
不
安
と
期
待

　

旧
Ａ
職
に
対
し
て
は
、
制
度
移
行
措
置
後

の
研
修
時
に
、
今
回
の
制
度
改
定
に
つ
い
て
、

無
記
名
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
制
度
改

定
に
つ
い
て
は
、「
賛
同
で
き
る
」
が
約
三
〇

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
賛
同
で
き
な
い
」
は

約
二
〇
％
。
残
り
半
数
は
「
わ
か
ら
な
い
」

だ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
「
ま
あ
ま
あ
。
今
の

と
こ
ろ
、
良
い
の
で
は
」
と
の
感
触
を
得
て

い
る
。

　
「
制
度
改
定
の
不
安
に
つ
い
て
は
、
職
務

分
担
変
更
と
異
動
が
多
く
あ
げ
ら
れ
、
頭
一

つ
抜
け
て
い
た
。
慣
れ
た
仕
事
や
環
境
が
変

わ
る
の
は
、
や
は
り
抵
抗
感
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
そ
の
二
つ
に
続
く
の
が
、
評
価
と
進
級

へ
の
不
安
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
は
旧
Ｃ
職

と
の
相
対
評
価
に
な
る
不
安
だ
ろ
う
。
そ
れ

で
も
全
体
感
と
し
て
は
、
決
し
て
否
定
的
で

は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
旧
Ａ
職
の

な
か
で
一
部
、
変
化
も
み
ら
れ
て
お
り
、
今

ま
で
営
業
事
務
で
ず
っ
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
だ

っ
た
人
が
外
回
り
の
営
業
を
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
で
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
旧
Ｃ
職
に
し

か
回
覧
さ
れ
な
か
っ
た
書
類
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
出
席
を
求
め
ら
れ
な
か
っ

た
会
議
に
出
た
り
し
て
、
嬉
し
か
っ
た
と
の

声
も
あ
っ
た
。『
上
司
か
ら
、
今
す
ぐ
に
は

無
理
だ
ろ
う
が
、
三
年
後
に
は
旧
Ｃ
職
が
や

っ
て
い
る
あ
の
職
務
を
担
当
し
て
欲
し
い
と

い
わ
れ
た
。
三
年
後
の
目
標
を
与
え
ら
れ
て

期
待
さ
れ
て
い
る
』
と
の
声
も
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
で
て
き
て
い
る
」

テ
ク
ニ
カ
ル
職
に
「
班
長
」
を
新
設

　

今
年
四
月
か
ら
は
、
技
能
系
社
員
の
Ｔ
職

に
つ
い
て
も
、
若
干
の
制
度
改
定
が
な
さ
れ

た
。
具
体
的
に
は
、「
班
長
」
の
役
職
を
全
社

的
に
明
確
化
し
て
位
置
付
け
、
手
当
も
付
け

る
こ
と
に
し
た
。

　
「
Ｔ
職
に
は
、
職
長
、
作
業
長
と
い
う
役

職
が
あ
る
が
、
そ
の
下
に
各
工
場
で
リ
ー
ダ

ー
と
か
班
長
な
ど
の
肩
書
き
を
独
自
に
設
け

て
い
た
。
だ
が
こ
れ
は
全
社
で
制
度
化
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
特
別
な
処
遇
も
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
層
に
、
現
場
に
お
い
て

部
下
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
と
み
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
目
的
か
ら
、
今
回
、『
班
長
』

と
い
う
役
職
を
全
社
で
制
度
化
し
て
役
職
手

当
も
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
、
班
長

は
約
三
五
〇
人
。
今
後
、
各
工
場
が
運
用
を

整
え
て
い
く
な
か
で
、
増
え
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
」

評
価
の
仕
組
み
や 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
の
進
級
も

　

ま
た
、
評
価
と
進
級
の
微
修
正
も
施
す
こ

と
に
し
た
。
前
者
は
評
価
の
仕
組
み
を
ス
タ

ッ
フ
職
や
Ｅ
職
に
合
わ
せ
る
見
直
し
、
後
者

は
特
別
進
級
を
認
め
る
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
「
評
価
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
職
や
Ｅ

職
は
人
事
評
価
一
本
だ
が
、
Ｔ
職
は
能
力
評

価
と
業
績
評
価
の
二
本
立
て
だ
っ
た
。
能
力

評
価
は
、
主
に
行
動
面
や
能
力
面
を
評
価
し

て
基
本
月
俸
の
改
定
に
用
い
て
、
業
績
評
価

は
、
仕
事
の
成
果
を
評
価
し
て
賞
与
に
反
映

さ
せ
る
考
え
方
。
た
だ
し
、
現
場
の
運
営
実

態
は
能
力
評
価
と
業
績
評
価
の
意
味
合
い
を

区
別
し
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

来
期
か
ら
ス
タ
ッ
フ
職
同
様
、
人
事
評
価
一

本
に
変
え
る
」

　
「
Ｔ
職
の
等
級
は
一
一
等
級
あ
り
、
最
初

は
ど
ん
な
に
優
秀
で
経
験
が
あ
っ
て
も
、
下

か
ら
数
え
て
三
等
級
目
ま
で
に
し
か
格
付
け

な
い
。
四
番
目
の
等
級
に
上
が
る
時
に
は
、

現
場
の
基
礎
知
識
を
問
う
試
験
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
て
、
現
場
の
基
礎
知
識
を
身

に
付
け
て
い
る
か
を
全
員
に
確
認
す
べ
き
と

の
考
え
や
、
こ
れ
か
ら
試
験
を
受
け
る
人
・

過
去
に
試
験
を
受
け
た
人
の
感
情
面
を
配
慮

す
べ
き
と
の
考
え
な
ど
が
あ
り
、
試
験
を
免

除
し
て
上
位
の
等
級
に
格
付
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｔ
職
も
各
等
級
に

必
要
経
験
年
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
年
度
に
よ
っ
て
は
一
〇
〇
人
を
超
え
る

期
間
従
業
員
が
Ｔ
職
と
し
て
正
社
員
に
登
用

さ
れ
る
が
、
な
か
に
は
三
〇
歳
代
半
ば
を
越

え
る
人
も
い
て
、
そ
う
い
っ
た
人
が
低
い
等

級
の
格
付
け
で
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
高
卒
の

定
期
採
用
者
に
比
べ
、
進
級
が
大
き
く
遅
れ

た
形
で
格
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
そ
う
い
っ
た
人
を
中
心
に
各
等
級
の
経

験
年
数
を
短
縮
し
て
進
級
で
き
る
仕
組
み
を

入
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
措
置
は
、
定
期
採

用
者
で
一
年
も
遅
れ
る
こ
と
な
く
早
く
進
級

し
て
い
る
人
に
は
適
用
し
な
い
。
制
度
上
の

最
短
年
数
よ
り
早
く
進
級
さ
せ
る
こ
と
は
な

く
、
あ
く
ま
で
進
級
が
遅
れ
て
い
る
人
を
対

象
に
、
職
場
で
の
頑
張
り
を
認
め
て
短
縮
し

た
進
級
を
行
う
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
進
級
。
Ｔ

職
も
年
功
要
素
を
少
し
弱
め
、
成
果
的
な
要

素
を
強
め
て
い
く
意
味
が
あ
る
」

（
新
井
栄
三
、
荒
川
創
太
）




